
ン

昭和 59年 11月 1日

一゙ア

高 知 県 工 業 試 験 場



赤サ ンゴの色彩分光特性

仲  村     譲

Yuzuru NAKAMURA

高知近海産の赤サンゴの色彩に関する基礎データを紹介 した。

これまで,装飾用サンゴの色彩については公開データがなく,品 質管理を行 うにも基準と

すべき資料不足から業界内でも統一を図ることができなかった。そのため,サ ンゴ類似物の

販売が行われるなど多 くの問題点があった。

しか し,色彩分光特性を比較することにょって,非破壊的に識別することも可能である。

1 まえがき
装飾用サンゴの品質を決定する要素としては,

色彩,光沢,形状,傷などが考えられる。 しかし,

これらの要素はサンゴの生理機構と密接な関係を

持つもので,そ の生成発現を支配する主要因子が

本質的に解明されていないため,品質管理技術も
充分に確立され́ているとはいえない。

また,今井によって,サ ンゴの種類による有機

物の含量と結晶子の大きさの違いが指適されてい

るが,ま だ品質管理に応用できるには至っていな

しイヽ。

高知県のサンゴ業界では,取引の適正化による
生産と流通の合理化,効率化をはかる研究がすす
められている。

こうした理由から,業界に協力して品質管理技
術の改善 と体系化をはかるために,サ ンゴの経済

的形質としてもっとも重要祝される色彩について,

赤サンゴの特性を比較したので,若干の考察を加
えて報告する。

2 測 色 試 料

測色に供 したサンゴは,表 1の通 りである。す

なわち,球形力日工を行 った高知近海産赤サ /ゴ
(Cο rα ιιι″mブαροれjC″“

KJsλ .)の 中か ら,一通
りの色が含まれるように祝感選出を行い,自 斑の

多少にょり, Aグ ループとBグループ,直径をそ
ろえ比較テス トの行いやすい標準サンプルの Cグ
ループに選別 tンた。

また,A, Bグ ループはそれぞれ 4行 10列の
配タリに, Cグ ループは 1行の配列に,祝感覚によ
って低明度のものか ら並べ測色を行 った。

表 4 測色試料とその性状
測 色 試 料 てグ 選 条 件 形状 直径 (m) 測色個数

Aグ ル ー プ A(4, 10) 抽出できる一通りの色
やや白斑,色 ムラのあるもの 球形 80 0ヽ 9́0 0 ろ 9

Bグ ル ー プ B(4, 10) 抽出できる一通 りの色
白斑,色 ムラが少なく良質のもの 球形 80 E‐ 9 00 6 8

C グ ル ー ブ C(10) 祝感比較にょる代表色
大きさをそろえた良質のもの 球形 7 5 C ‐7 7 5 10



3.測  色  法
本研究では, リトロー型グレーティング・グブ
ルモノクロメータ分光器を採用 した 607型 カラ

ーアナライザ (日 立製作所製 )に よって測色を行

った。本機は 自記分光光度計 とAD変換器を一体
化してお り,X一 Yレ コータ・による分光反射率曲

線の記録および,パ ーソナルコンピューター(P
C-9801F, 日本電気製 )と の接続により,

三刺激値 (X,Y, Z),色 度座標 (″ , y),
主波長 (λ d),刺 激純度 (Pe)等 の値の演算処
理が行えるように構成されている。

測色は,付属の微小面積測定装置を並用 し,試
料面積を 5× 6mに 縮少 し,波長 670～ 780
2れ の範囲で行 った。なお,色彩に大きく影響す
るほどのキズ,自斑,色 ムラなどが存在する場合 ,

これ らが測定面に現われないように極力注意して

サンゴを試料台にセットした。ただ し,サ ンゴの

年輪状層にょる微/」 のヽ色ムラは避けることができ

なかった。

4 赤サンゴの分光反射率曲線
図 1に 高知近海産赤サンゴの分光反射率曲線を

不した。

図 1に示 した曲線は, Aと Bグループの測色試
料の中か ら,特徴的 と思われる 6試料の例である。
したがって,その他の試料はすべてこの測定曲線
領域内に存在 している。

赤サンゴは,分光反射率曲線から二つのタイプ
に分けられる。

第 Iは ,B(1,1),B(6,4),B(9,4)に 示

したタイプであり,こ の種類のサンゴは, 465
～ 480れ πの波長域で反射率が最も低 くなり,

540～ 570れ れから立ちあがりを見せ,長波
長に向ってゆるやかに増大 しつづけた。明度の高
いサンゴほど立ちあがりが短波長に傾き,主波長
はそオ1'ぞ れ, 6076れπ,6054れ π,6028れ れで

あった。

第 1は , B(5,2),A(10,1),B(10,1)に 示

したタイプであり, この種類のサンゴは, 470
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図 4 高知県近海産赤サンゴの分光反射率曲線
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～ 500ηれの波長域で反射率が最も低 くなり,

560～ 550れ πから立ちあが りを見せ,690
～ 75o ηπで最高となり,以後わずかに減少を
つづけた。明度の高いものほど立ちらがりが短波

長に傾〈のは同じであったが,主波長はそれぞれ,

6046″ π,6012れ れ,60692πであった。視感
的にB(10, 1)は最 も高明度で透明感があった

が,A(10, 1)よ り黄みを含んでいた。

図 2と 表 217~, Cグ ループの分光反射率曲線,

おょび測色値の一部を示 した。

赤サンゴの色は,骨軸中に含まれる色素によっ
て発色しているものと考えられるが,同一系統色
からなってお り,反射率曲線は単純で,特徴的な
吸収は存在 しなかった。ただ,不鮮明ではあるが,

400れ π付近に極微少の反射率増大が認められ,

高明度の赤サンゴほど顕著であった。また,680
れπ から460～ 495れ れに至る波長域において,

すべてに反射率の減少があったが,こ れ も高明度
の赤サンゴほど顕著であった。

図 赤サンゴ (cグ ループ )の分光反射率曲線

5.赤 サ ン ゴ の 色 度 点

分光反射率曲線より三刺激値を算出し,赤サン
ゴの色をX10Y10ZЮ表色系17~お けヽる色度図に示すと,

図 6の よう17~な った。

すなわ ち, Aグル ープのサ ンゴは (04245,
06664),(04245,06209),(04919,
06505)の 四つの点 で囲 まれた色領域 に分 布 じ

た。 また , Bグ ル ープのサ ンゴは (04169,
06276),(04169,062o4),(o4749,

06656),(04ア 49,06428)の 四つの点で

囲まれた色領域に分布した。したがって,自 斑や
色ムラを極力少なくしたBグ ループは,ほ とんど
Aグループの色領域内に入ると考えられる。
A,Bグ ループともほぼ平行の帯状に分布して

いたが,色領域が/」 さヽ く,比較が困難なため,図
4,図 5に部分拡大を行った。また,図 6に Cグ
ループの測定値を示 した。



表 2 赤サンゴの測色値

試 料 色 度 座 標
y

刺 激 値
Y

刺激純度
(%)

主 波長 祝感覚にょる色

I

B(1,1)
B(6, 4)
B(9, 4)

04150  06240
o4512  066ol
04721  06678

684
869
1052

6019
4156
4919

6076
6054
6028

ごく深い赤
あざやかな赤
きみのごくうすい赤

Ⅱ
B(5,2)
A(lo,4)
B(10,1)

04225  06284
04447  06674
04459  06622

771
1126
1157

6669
4175
4068

6046
6042
6069

ややあざやかな赤
ごくうすい赤
きみのご〈うすい赤

Ｃ
グ
ル
ー
プ

1

2
6
4
5
6
7

8
9
10

04269  06268
04445  06259
04455  06276
04476  06278
04411  06270
04561  06287
04597  06606
04677  06284
04465  06618
04561  06662

621
720
772
797
822
919
960
968
1024
4154

6252
6860
6925
6994
6799
4166
4694
6745
4076
4668

6086
6078
6069
6066
6068
6064
6056
6057
6042
6024

低 明 度

昔同 明 度

図 6 赤サンゴ (A
おける色度図

グループ )の X10 YЮ Z10表色系1/r―

(斜線部の色領域 )

Aグループの赤サンゴは,

y=02526″+02200
の一次式で表わされる回帰直線にそ っ

て分布し,相関係数は, 072ア であっ
た。

Bグループの赤サンゴは,

y=02488″ +02206
の一次式で表わされる回帰直線にそ っ

て分布 し,相関係数は, 0901で あっ
た。

A, Bグループの比較から,自斑や
色ムラ,あ るいはサンゴ内部に部分的
力L/(枯れ )が存在 したAグループょ
りもBグループが明度比較が行いゃす
いと考えられる。また,装飾用ネック
レスの選別工程において色合せの難 し
さがよ〈指摘されるが,サ ンゴ内部の

色素量の違いにより刺激純度にバラツ

キがあり,明度比較のみにょって配列
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図 4 赤サンゴ (Aグ ループ )の 部分色度図

しても,絶対的相関関係にはな
りえず,い くつかの領域色区分

によって品質管理を行 う必要が

あると考えられる。

6.赤サンゴ類似物の分光

反射率曲線

参考として,図 6と 表 6に ,

サンゴ加工業者より入手 した赤

サンゴ類イ以物の分光反射率曲線

と測色値を示 した。

色度座標だけでは識別が難し

レヽと思われるが,分光反射率曲
線から違いが確認できる。

台湾コーティング,MAサ ン

ゴなどでは 680厖れから460
～ 495れmに至る波長域にお

いて,反射率がほとんど変化を
示さなかった。

染色サンゴは,短波長域にお
いてわずかの減少をみせたが,

600れ π より長波長倶1で急激

に反射率を増大 しつづけ,赤サ
ンゴの第 1タ イプよりも変化が

大きかった。

SEサ ンゴは, 660± 2れπ

670± 2厖れに小さな吸収が

あり,ま た,695± 6厖 m付
近に顕著な吸収がみられた。

7 ま とめ

赤サンゴの発色は,骨軸内の
有機的色素によっていると考え

られるが,固有の吸収スペクト
ルもなく,有機成分の決定は不
可能であった。
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図 5 赤サンゴ (Bグ ルー
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プ )の部分色度 図
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図 6 赤サ ンゴ (Cグループ )の部分色度 図

しか し,単調な反射率曲線で
あったが,測色試料数を増やす
ことにょって,特異的な境界曲
線が作成され,図 1の反射率曲

線領域内にサンゴ業界内で慣用

的に呼称されている赤サンゴは

含まれると考えられる。したが

って,色差計だけでは識別の難
しいサンゴ類似物についても,

色彩分光測定装置を使用して反

射率曲線を比較することにょっ

て,非破壊的に識別することが
可能である。

最後に,本測定に微少面積測
定装置を並用 し,試料面積を縮
小 したこと。また,球形試料を

/

染色サ ンゴ (深赤 )

染色 サ ンゴ (赤 ,

台湾 ]―ティング (7J:)

台 湾 コーティンク (深赤 )

図 7 赤サンゴ類似物の分光反射率曲線



表 6 赤サンゴ類似物の測色値
% 試 料 色 度 座 標

″   y
刺激値
Y

東1激純度
(%)

主波長 特 微

1

2
台湾コーティ
台湾コーティ

嚇
赤

グ
グ

ン
　
ン

04196  06279
04069  06289

786
881

6240
2965

6047
6060 赤サンゴに樹脂被膜

MAサ ン ゴ
SEサ ン ゴ

04708  116268
04257  06660

996
4587

4507
6548

6106
6020 透明感なし

5
6

染色サンゴ (深赤 )

染色サンゴ (赤 )

06860  06155
04401  06110

765
1065

2015
6642

6179
6241 自サンゴに染色加工

使用したことなどから測定値にわずかながら誤差   文 献
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